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Abstract
According to the revised junior high school government guidelines for teaching English classes at junior 
high schools, the following phrase has been added: “classes, in principle, should be conducted in English.”　
However, taking differences in command of English at junior high school level into account, it is extremely 
difficult to conduct classes in English only. Hence, this paper explores English classes even inexperienced 
teachers can provide. Even though the phrase“classes, in principle, should be conducted in English”was added, 
it does not necessarily follow that teachers cannot use Japanese in preparatory handouts or contents of writing 
on a blackboard at all. In the same way as Tanaka（２０１８）, concrete examples of the introduction of“be 
going to”are presented in order to show the effective use of handouts which enable the increase of out-of-
class learning hours. Furthermore, the author proposes English lessons in which teachers can use Japanese 
on both handouts and contents of writing on a blackboard for those students who are not good at English 
on condition that teachers, in principle, do not speak Japanese in class. Based on the above elaboration, the 
author contends that it is essential that both teachers and students should get accustomed to the environment 
where English is the language teachers of English speak in class.
Key words
English classes taught in English, revised government guidelines for teaching, active learning, out-of-
class learning
要　旨
中学校学習指導要領の改訂により、中学校の英語の授業でも「授業は英語で行うことを基本とする」という文
言が加わった。中学校での英語力の格差を考慮すると、中学校の英語の授業を全て英語で行うことは非常に難し
い。この稿では、be going to の導入を題材にして、経験の浅い教師でも実践可能な中学校における英語での英
語の授業について考察を加えていく。「授業は英語で行うことを基本とする」といっても、予習プリントや板書
に日本語を使用してはいけないとは誰も言っていない。今回は be going to の導入を題材にして、田中（２０１８）
と同様に授業外学習を増やすプリントの具体的な使用法についての案を提示するとともに、原則として教師が授
業中に日本語を話さないことを前提に、英語の苦手な生徒のためにハンドアウトや板書には日本語を使用した授
業を提案する。このような工夫をした上で、英語教師が授業中に発話する際の言語は英語であるという環境づく
りに、教師も生徒も慣れていくことが必要なのである。
キーワード
英語による英語の授業、新学習指導要領、アクティブラーニング、授業外学習
研究ノート 
１．は じ め に
　学習指導要領の改訂により、中学校の英語の授業
も高等学校に続き、「授業は英語で行うことを基本
とする」という文言が加わった（cf. 文部科学省
［２０１７：１５１］）。この新しい事項に対する取り組みに
ついて、田中（２０１８）では、事前配布のプリントの
活用法やアクティブラーニングの手法を取り入れた
英語で行う授業のモデルを提示した。英語で行う英
語の授業は、学力差の大きい中学校では非常に困難
なものになることは、容易に想像できる。経験豊富
な教師にとっても困難を伴うが、経験の浅い教師に
とっては、非常に厳しい状況となる。経験の浅い教
師にとって参考にできる様々なモデルがあることは、
有益であろう。そこで、田中（２０１８）では授業の一
つのモデルとして受動態の導入を取り上げたが、本
稿では、経験の浅い教師にもできる英語での英語の
授業のモデルとして、be going to の導入のモデル
を提示したい。
２．be going to 導入の指導案とプリントの例
　未来を表す be going to の導入を行う指導案を資
料１に提示している。教科書は、東京書籍の New 
Horizon English Course 2（２０１６）を使用している。
この指導案を参考にしていただければ、他のレッス
ンでも、英語で行う英語の授業の枠組みとして、活
用していただけるはずである。指導案に示した授業
の流れは、通常の指導案より細かく記載されている
ので、教室英語の使用も含めて参考になると思う。
　では、まず前の時間に配布する予習プリントから
検討をしたい。田中（２０１８）でも述べたように、英
語で行う英語の授業のためには、生徒に配布するプ
リント、板書（資料２参照）、あるいはパワーポイ
ントや電子黒板で提示する事項などが特に重要にな
る。資料３を見てみよう。これが前の時間に配布し
ておくプリントである。ここでは、まず新出単語の
意味を記載し、発音をひらがなとカタカナ混じりで
提示している。このような表記法は、中学生向けの
英和辞典ではよくある方式である。もちろん、発音
記号は教科書に掲載されているので、発音記号が分
かる生徒はそちらを参照すればよい。しかし、英語
が苦手な生徒にとっては、日本語読みになる可能性
を考慮したとしても、自宅で予習をする際に生徒が
自分で英語を読むことができるということの方が重
要だと考えている。
　新出単語の次には、基本文の解説を載せている。
オーラルイントロダクションで基本文を導入する意
義は理解しているが、経験の浅い教師が英語で英語
の授業を成立させるためには、生徒に事前に授業外
での学習時間を確保してもらうことは重要である。
「授業は英語で行うことを基本とする」という文言
が学習指導要領に追記される以前であっても、予習
の重要性は、学校教育では重視されてきたはずであ
る。このプリントは、予習プリントの役割と授業中
の参照プリント、そして復習プリントの役割も果た
すものである。
　基本文の解説の次には、基本文を使用する際に必
要となる未来の「いつ」なのかを表す表現と注意事
項、および anything の意味と用法を掲載している。
そして、最後には宿題の指示が書いてある。これま
では、英語の授業中に、日本語を使用して英語教師
が説明をしてきた事項が主に掲載されている。英語
教師が授業中に日本語をできるだけ使用せずに、英
語で授業が展開できるように工夫されている。
　資料４は、授業中に行うアクティビティのための
プリントである。できるだけ基本文を使用する回数
が多くなるようにアクティビティが構成されている。
これらの２つのプリントを有効に活用した効果的な
英語による英語の授業を展開していくための指導案
が資料１、その板書計画が資料２となっている。授
業内容の詳細は、指導案で提示しているので、そち
らを参照いただきたい。 
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３．ま　と　め
　資料１～資料４に示した事例は、ほんの一例に過
ぎない。また示した事例は、経験の浅い教師でもで
きるという視点で作成しているので、特に、難しい
手法を使用したりもしていない。どちらかというと、
ごくありふれた英語の授業が展開されている。これ
は、田中（２０１８）でも述べたように、「多くの教員
がこれなら自分も英語で授業ができると思える方法
を提示する」ことが、英語による英語の授業を普及
させていくための第一歩であると考えているからで
ある。アクティブラーニングに対する取り組みにし
ても、配布プリントや板書で日本語をうまく活用す
ることで、授業中にできるだけ英語を使用する環境
を作り出すことができると思う。また、分かりやす
い予習プリントは授業外学習の時間の増加にもつな
がるであろう。様々な取り組みを通して、英語の授
業では、使用言語は英語であるという環境づくりに、
教師も生徒も慣れていくことが必要なのである。
注
１）次の授業の予習プリントは紙幅の都合で省略するが、
内容的には資料３と同様の内容に、モデル訳文が記載
される。
 
２）英単語の読み方は、『ニューホライズン英和辞典』
第８版の表記を参考に記載している。
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